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神辺西中学校区 校番 ３６ 福山市立神辺西中学校 
   

 最終更新日 2020 年（令和 2 年）３月３１日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・全国学力学習状況調査について，小学校では３教

科の内，国語・理科が県平均上回り，算数は下回

っている。中学校では，3 教科すべてで県平均を

下回っている。 

・小学校では「授業が分かる楽しい」に対する児童

の肯定的評価 86.0％，中学校では 83.6％であ

る。 

・新体力テストの実施結果において，小学校は県平

均を超えた種目率が 60｡0%, 中学校は県平均を

超えた種目率が 70.8％である。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

スキル：課題発見・解決力 思考力・判断力・表現力 コミュニケーション能力 

倫理観：思いやり 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

知：自分の考えを持ち伝え合う子 徳：人の気持ちがわかり協力できる子 

体：健康でねばり強い子 

中学校区として 
統一した取組等 

・廉塾規約を基盤とした神辺小学校「すてきな神辺っ子」，神辺西中「四つの心得」の実施 

・神辺西中学校区授業モデルを基盤とした授業改善の実施 

・神辺西中学校区における「21 世紀スキル&倫理観」の評価基準による個に応じた指導の実施 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・全国学力状況調査において，国語，数学，理科 3 教科で県平均を下回った。特に数学

の課題発見・解決型の設問通過率が低い。学習を計画的に進める，習得した知識・技能

を実生活に活かすといった活用力に課題が見られる。 

・四つの心得（あいさつ・言葉遣い・掃除・時間厳守）の取組について，95％の生徒が

自己肯定感を持てている。コミュニケーション力向上に対する生徒の意欲は高い。 

・学校での課題等の提出率や家庭での学習時間が十分ではない。 

＜授業＞ 

・ペアや小グループを活用した授業展開や「あっ」と思う導入や発問，掲示物の工夫に

より「授業が分かる」と肯定的にとらえている生徒は８４%である。反面，学習に対し

て受動的な生徒がおり，主体的な学びを促し，「課題発見・解決力」「思考力・判断力・

表現力」を育成する手立てや工夫が必要である。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
課題発見・解決力 思考力・判断力・表現力 コミュニケーション能力 

めざす 

子ども像 

中
期 

学習内容や身の回りの出

来事から課題を発見し，解

決するまでねばり強く取

り組もうとすることがで

きる。 

課題を解決するために，既

習事項や技能・経験をもと

に論理的に考え，その方

法・結果を効果的に他者に

伝えることができる。 

自己と他者の違いを認め

た上で，みんなでより良い

生活が送れるように，課題

を解決しようとする。 

後
期 

自ら課題を発見し，身に付

けた技能や既習事項を生

かしながら，筋道を立て課

題を解決しようとする力

が身についている。 

課題を解決するために既習

事項を生かし，対話等を通

じて，互いの相違点を理解

し，深い学びをめざすこと

ができる。 

自己と他者の違いを受け

入れ，協働しながら課題を

解決し，よりよい生活をめ

ざし続けようとする。 

   

研究 

教科等 特別活動（学級活動） 

主題・ 

内容等 

「思考力・判断力・表現力を養う授業の創造」 

～グローバルな視点で，学ぶ意欲を育成し，主体的な学びへ～ 

・神辺西中学校区授業モデルに基づき「目標」と「型」が整合した授業づくりにより，「課題発

見・解決能力」「思考力・判断力・表現力」の育成を目指す。 

・廉塾規約ともつながる「四つの心得」の定着・行動化に向けた取組により，「コミュニケーシ

ョン能力」の育成を目指す。  

めざす授業の姿 

１ 目標から逆算した授業設計により，課題発見・解決力の育成をめざす授業（目標型との整合） 

２ 「考えたい」「話し合いたい」「学びたい」を引き出す発問や教材の提示 

（児童生徒が「あっ」と思う導入，発問，振り返りのある授業） 

３ コミュニケーション能力を育成する授業展開（思考し，表現し，関わりのある授業） 

４ 「分かった」「できた」と実感できる授業（基礎学力の定着） 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

１ 進捗度が読み取れる目標を設定

し，適切に分析すること。 

２ 中学校区で進められる教育の目

標や内容を発信し，保護者・地域

の理解を深めること。 

 

ミッション 

 地域に信頼され，生徒・保護者より「この学校で，学んで良かった」と高い

満足度で評価される活力ある学校 

 
学校教育目標 

 自ら学び，自ら考え，仲間とともに，将来をしなやかに生き抜く力を身につ

ける生徒の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                               

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス
評価

達成
評価

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

５ 全国学力学習

状況調査で県

平 均 を 上 回

る。 

★ 継

続 

①基礎的・基本的

な知識・技能を定

着させ，その活用

力を付ける。 

○活用問題を取り

入れた定期テス

トの結果を度数

分布表に示し，３

０点以下の生徒

割合の変化を把

握し，授業及びテ

ストを改善する。 

○国語・社会・数
学・理科・英語
の定期テスト
３０点以下の
割合を１５%以
下にする。 

 

全教科，活用問題

を定期テストに取

り入れることが出

来た。 

2 年社会 20.2%

数学 18.5% 英語

22.6% 3 年数学

18.9% 理 科

21.4%で未達成。 

３ ３ 

継続して，活用
問題を定期テス
ト に 取 り 入 れ
る。また，生徒
割合の変化を把
握し，授業及び
テ ス ト を 改 善
し，数値目標に
近づける。 

□全教科，活用問題

を定期テストに取り

入れることが出来

た。1年数学35.5%

英語30.0% 2 年数

学 22.1% 英 語

24.0% 3 年生数学

20.4%で未達成。 

◎全国学力調査県平

均を下回る。 

３ ３ ３ 

入試問題を意識し

た活用問題を定期

テストに取り入れ

いれる。また，生

徒割合の変化を把

握し，授業及びテ

ストを改善し，数

値 目 標 に 近 づ け

る。 

 継

続 

②家庭学習の定

着を図る。 

○1・2学期のテス
ト発表期間中
を，ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳ
ｨｰｸとし，学習
目標を明確に
させ，学習時間
の調査を行う。 

○毎日，1+（学年
×0.5）時間以上
の家庭学習を
する生徒を９
０ % 以 上 と す
る。 

目標時間を越えた

生徒 1 年 86.5% 

2 年 82.6% 3 年

53.0%  

学校全体 71.6%

であった。 

３ ２ 

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｨｰｸの

取組を学年全体

で実施，学級委員

会とも連携し，生

徒の意識向上を

図る。 

□目標時間を越え

た生徒 1 年 92.4% 

2 年 75.9% 3 年

70.5% 学 校 全 体

77.2%であった。

◎家庭学習時間は

ある程度定着，成果

は出せた。 

3 3 3 

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｨｰｸの

取組に加え，普段

から日誌を通じ，

家庭学習時間定着

の意識付け，提出

物の点検を個に応

じて行う。 

２ 社会人基礎力

を身に付け社

会に出て通じ

る生徒を増や

す。 

 継

続 

③「四つの心得」

（挨拶・言葉遣

い・掃除・時間厳

守）の定着を図

る。 

○「四つの心得」
に関連した活
動を生徒会の
主体的な活動
として実施す
る。 

○生徒アンケート
で挨拶・言葉遣
い・掃除・時間厳
守の項目におけ
る肯定的評価を
90% 以上にす
る。 

アンケートより，「四

つの心得」に対する

生徒の肯定的評価 

挨拶 83.4％ 

言葉遣い 81.1％ 

時間厳守 94.6％ 

掃除 86.5％ 

３ ３ 

各委員会の取組
を行事などと絡
めて，「４つの心
得」の習得に繋が
るように仕組む。 

 

□アンケートより，

「四つの心得」に対

する生徒の肯定的評

価 挨拶 81.6％  

言葉遣い 80.2％ 

時間厳守 91.0％ 

掃除 84.7％ 

◎ある程度定着 

３ ３ ３ 

委員会の生徒に
やらせ切るため
の支援や取組み
内容を掲示した
りする工夫をし
ていく。 

１ 長期欠席生徒

を減らす。 

★ 

 

新

規 

④教育面談・週に

１度のカウンセ

ラー会の充実を

図る。 

○見通しを持っ
た計画と時間
の確保を行い，
初期対応・報告
を徹底する。 

○Q‐Uアンケー
トで，「学校内に
本音や悩みを話
せる先生・友人が
いる」と答える生
徒の満足度を9
0％以上にする。 

Q‐U アンケートは，

１１月に実施予定。 

カウンセラー会は関

係者間で取組の中身

を確認し組織的に取

組め，成果も出てい

る。 

３ ３ 

Q‐U アンケート実

施後，安心して学校に

来れるように生徒と

の面談を行い，学級経

営の向上及びカウン

セラー会の更なる充

実を図る。 

□Q‐U アンケート

生徒満足度78.6％ 

◎不登校生徒24 人昨

年比＋1 人 新規不

登校生4人（昨年比

－５人） ＳＣ会の

充実は図れた。 

３ ２ ３ 

個人面談，学習支
援の充実を図り，
生徒個々の学習
の躓きを把握す
る。ほっとルーム
の充実を図る。 

６ 新体力テスト

の県平均以上

の種目率を高

める。 

 継

続 

⑤各学年におい

て，新体力テスト

県平均以上の種

目を４種目以上

とする。 

○体育の授業で
毎時間ランニ
ング等新体力
テストと関連
した基礎運動
を実施する。 

○新体力テスト
の実施結果に
おいて県平均
を超えた種目
率６0%以上を
目指す。 

 

5 月に新体力テス

ト実施，12 月に

出る県平均値と比

較し，結果を見る。

授業の始めに必ず

補強運動を取り入

れ，記録の向上が

図れている。 

３ ３ 

体育の授業で，授業

の始めに心拍数の

上がる補強運動を

行い，体力の向上に

努める。 

□◎本校の新体力テスト

と県平均を比べた結果，

70.8％の種目が県平均

を超えることができた。8

種目中，県平均を超えた

種目数は，男子は全種目，

女子は6種目であった。 

４ ４ ４ 

今年度の比較結果よ

り，男子では，50ｍ

走とボール投げ，女子

は立ち幅跳びとボー

ル投げが主に弱いと

いうことが分かった。 

体育の授業等で基礎

運動の改善を図る。 

福山市立神辺西中学校 
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６ 授業改善に向

けて教職員の

資質と指導力

を高める。 

★ 継

続 

 

 

⑥授業力向上の

ための組織的・計

画的な研修を推

進する。 

○一斉研修等で
授業研究を行
い，神辺西中学
校区授業モデ
ルに基づいた
授業改善を行
う。 

○「授業がよく分か
る」という生徒
を85%以上に
する。 

 

 

 

校区一斉研修等
で研究授業を実
施し，授業モデ
ルの共有化を図
った。生徒アン
ケ ー ト 結 果 は
89.7％。 

３ ３ 

校内研修・校区
一斉研修を引き
続き実施してい
く。生徒の主体
的な学びが取り
組める。さらな
る授業改善を図
っていく。 

□校区一斉研修等で

研究授業を実施し，

授業モデルの共有

化，研究協議を行っ

た。生徒アンケート

結果は86.7％ 

◎研修は推進でき

た。 

３ ３ ３ 

研修等で授業モ
デルの共有，研
究協議を行う。
自分の授業に取
り入れることが
できることを取
り入れる。 

○授業参観週間
を前後期で各
１回持ち，相互
評価し授業改
善に生かす。
（※新規取組） 

○参観後，自分にい
かせる点・改善
点をA５用紙に
記入し，授業者
及び教務に返す
ことを全教諭が
行う。 

 

前期に 1 回，授
業参観週間を実
施できた。参観
した後の記録用
紙 の 提 出 は ６
２％。 

３ ２ 

後期も同様に実
施していく。 
参観後に自分に
生かせる点・改
善点への記入を
全教諭に促す。 
提出率を９０％
以上にする。 

□後期に1 回，授業

参観習慣を実施でき

た。参観した後の記

録用紙の提出は１０

０％。職員研修で，

生かせる点・改善点

を共有できた。 

◎指導力向上の成果

は個々で差がある。 

３ ３ ３ 

引き続き，参観
後に自分に生か
せる点・改善点
への記入を全教
諭に促す。職員
研修において全
体で共有・議論
を行う。 

〇SDＧs１７項目

と関連付けした

教科授業を年間

１単元は行う。 

（※新規取組） 

〇CMに実施単元を

明記し，実施後，

その成果と課題を

全教諭がレポート

する。 

 

 

 

ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯﾌﾟに
SDGs と関連で
きる単元を確認
した。2 学期終
了後，レポート
作成の確認を行
う。（12 月 5 日
を目安とする） 

３ ２ 

全教員に，再度
成果と課題のレ
ポート作成の呼
びかけを行う。 
実施単元を確認
する。ﾁｬﾚﾝｼﾞ期
間終了に向け取
り組む。 

□成果と課題のレポ

ートについては総合

的な学習を入れた

11 教科中7 教科が

作成をすることがで

きた。 

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞ期間を終了

できた。 

３ ３ ３ 

教科に取り入れ
ることが難しい
学年や教科もあ
るため，ＣＭの
どの部分にＳＤ
Ｇｓを関連付け
るかは検討を行
う。 

３ 保護者の期待

の応え，信頼

される学校に

する。 

 継

続 

⑦さまざまな機

会と手段を有効

活用し，本校の取

組を校内外へ広

く発信する。 

○生徒の学習や
生活の取組等
を伝える学年
だより，学校だ
よりを発行，Ｈ
Ｐを更新する。 

○学年だより，学
校だよりを毎月
1 回 以 上 発 行
し，ＨＰを月2
回 以 上 更 新 す
る。 

 

学校だより・Ｈ
Ｐ共に更新はで
きている。 

３ ３ 

ＨＰの内容の充
実を図る必要が
ある。 

□各種たよりの
発行は実施でき
た。HP の更新
は，月によって
偏りがあった。 
◎生徒の様子や
学校の取組みを
発信することが
できた。 

３ ３ ３ 

発 信 の 日 を 決
め，定期的に確
実に発信してい
くことが必要で
ある。 

○参観日や各学期
に保護者アンケ
ートやいじめ防
止アンケートを
実施し，保護者の
学校満足度を把
握する。 

○保護者アンケー
トにより，保護者
の学校満足度を
８0%以上とす
る。 

通学させてよかった

95.5％  

悩み相談に応じてく

れる 91.5％  

必要に応じ連絡があ

る 89.9％ 

平均満足度 92.3％ 

４ ４ 

現状を維持する
と共に，さらに担
任等と保護者の
関係を大切にし，
生徒に関わって
の情報を密にし
ていく。 

□満足度ｱﾝｹｰﾄ結

果 

１年 95.2％  

２年 95.7％  

３年 97.4％  

全校平均 96.1％ 

◎昨年比＋5.1％ 

４ ４ ４ 

現在の数値を維
持していけるよ
う来年度もチー
ム神西として，
組織的に取組み
を行う。 

２ 働き方改革に

取り組み教職

員の健康増進

と教育の質の

向上を図る。 

 継

続 

⑧教職員の超過

勤務時間を削減

する。 

○部活動休養日を
年間行事予定に
基づき，計画的に
実施する。 

○部活動休養日を
確実に実施する。
（週／平日，土日
各1日） 

できている。 

３ ３ 

今後も教職員の
健康に留意して
いく。 

□確実に実施で
きた。 
◎部活休養日を
年間計画に位置
付け，実施した。
また，教職員の
健康に留意して
いけた。 

３ ３ ３ 

来年度，部活休
養日の時間外在
校時間の削減を
確実に行い，職
員の健康増進を
図り，その成果
を生徒に還元す
る。 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（４） 

４ 

 

 

 

 

 

○学校経営会議を
計画的に開催し，
業務改善に努め，
職員の退校時間
を早める。 

○職員の平均退校
時間を前年比， 

-３０分とする。 

 

 

昨年平均18:16 
今年平均18:10 
— ６ 分 で あ っ
た。 

３ ２ 

退校時間の目標
を設定するなど，
組織的に取組む。 

□10 月 18 時 50

分（－20 分） 

11 月 19 時（＋９

分） 

12月18時41分

（＋２分） 

平均（＋18 分） 

◎昨年度を１８分

超える数値になっ

た。 

３ ２ ２ 

水曜日の定時退校

を確実に行う。ま

た，他の日も施錠

時間を伝えるなど

退校時間を意識で

きる丁寧な声かけ

をする。来年度は，

前年度の各月の比

較をしながら翌月

の目標数値などを

伝えるよう声かけ

をする。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


